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ダスト計測（手分析）

測定位置の選定・測定点の決定

排ガス温度の測定水分量の測定

静圧の測定

全圧の測定

排ガス組成の測定

ダスト内排ガスの性状の把握

排ガス密度の計算

排ガス流速の計算

動圧の計算
（動圧の測定値）

等速吸引流量の測定

ダスト試料の採取

ダスト量のひょう量 吸引ガス量の算出

ダスト濃度の算出

平均ダスト濃度の算出

ノズルの内径

湿り排ガス
流量の算出*

焼き排ガス
流量の算出*

ダスト流量
の算出*

＊排ガス流量又はダスト流量
を求める場合

ダクトの断面積

測定値

計算値

出展：JIS Z8808

排ガス中ダスト濃度の測定方法について

ーJIS Z 8808法による白濁排ガス中のダスト
濃度測定の注意点と誤差要因などについてー

北海道立総研 環境科学研究センンター

酒井 茂克
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発生源粒子の関連用語
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1  適用範囲
この規格は、排ガス中のダスト濃度を煙道、煙突、ダクト
など（以下、ダクトという。）において測定

排ガス中ダスト濃度の測定方法
JIS‐Z‐8808（日本）について

2  ダストとは
ばいじん、粉じんなどの固体粒子で、乾燥によって付着
水分を除いたもの。

ただし、ミスト（液体粒子）中に含まれる可溶性物質など、
この規格に基づく測定によって秤量されるものは、ダストと
みなす。
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Ⅰ） 固体粒子に付着した水分は、 105〜110 ℃の温度
で1 時間乾燥することによって除去。

Ⅱ） 排ガス中に硫酸ミストなどが含まれ、ダストとともに
捕集される場合には、それを除いたもの。

Ⅲ） 排ガス中に同伴するミスト中にダストが含まれる
場合、又は可溶性物質（粒子）が含まれているおそれ
がある場合には、ミストを回収した上で乾燥、冷却して
秤量。
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JIS Z 8808におけるダストとは

（日本）
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ダスト濃度の測定とは

ろ紙にダストを捕集し、ダスト

の質量 m （mg）を求める。

吸引したガス量 VN
（m3N）を求める。

最終的に、m / VN
の計算によりダスト
濃度 Cd  （mg/m3N）
を求める。

燃焼排ガス

捕集器

6

ダスト濃度測定の目的

・大気汚染防止法の排出基準遵守

ばい煙発生施設：全国217、801施設（H23年度末現在）

ボイラ（63.2%）、ディ-ゼル機関（16.2%）

・ 燃料の種類や施設の規模により測定回数が規定

・集じん装置やダスト自動計測器などの設計・性能の評価

・重金属成分（Cd、Pb、Crなど）分析用の試料採取

・各種燃焼装置の燃焼状態や安全管理
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測定方法の比較

慣性力Stk
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問題点:正確な測定は容易でない

① 発生源煙道 測定場所：高い、狭い、屋外、危険

ガス条件：高温、多湿、高圧

有害・腐食性、不安定

測 定 孔：小口径（φ10cm程度）

② 等速吸引操作

qm = （πd 2/4）×v×f（θi）・f（Pi）・f（xw）

この操作を測定中、常に維持することは難しい。

③ ろ過捕集 吸引ガス流量に限界

捕集粒子量が減少
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測定原理

① 煙道内にダスト捕集器を挿入する。

② ダスト試料を常にガス流速と同じ速度で一定
時間吸引（等速吸引）し、ろ紙によりダスト
試料をろ過捕集する。

③ 捕集したダスト質量m（mg）と吸引ガス量VN（m3N）
から質量濃度Cd（mg/m3N）を算出する。
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等速吸引の必要性

排ガス

11

ダスト試料を採取するため、吸引ノズルを用いて排ガスを吸引す
るときに、吸引ノズルを排ガスの流れに直面させて、排ガスと同
じ流速でガスを吸引すること。
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測定方法の概要

重
要
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試料採取法の分類

一般的な試料採取法
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定流量等速吸引法（粒径分布）

アンダーセンスタックサンプラ（JIS K 0302）

含じんガス流

分離粒子

粒子分級原理
分解図

吸引ノズル

上部ホルダ

分級板

O-リング
捕集板

バックアップフィルタ

下
段
の
捕
集
板
ほ
ど
小
さ
い
粒
子
が
分
級
捕
集
さ
れ
る
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普通形試料採取法

等速吸引の基本式
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円形ダクトの測定点の選定

最大測定点数：20

16

矩形ダクトの測定点の選定
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最大測定点数：20

10



ダクトの測定点（減点措置）

① 小規模ダクト（ 断面積0.25m2以下） の場合は、断面内の

中心で1 点測定をしてもよい。

② 測定断面において、流速の分布が比較的対称とみなすこ

とができる場合には、水平ダクトでは鉛直の対称軸に対し

て片側をとり、鉛直ダクトでは1/ 4 の断面をとり、測定点数

をそれぞれ1/ 2、1 / 4 に滅らしてもよい。

③ あらかじめこの規格によって求めたダスト濃度分布の測定

結果が得られており、その中の1か所又は数箇所の測定定

点で平均のダスト濃度が求められることが確認されている

場合は、その測定点を代表点として測定してよい。
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温度測定

クロメルｰアルメル式熱電対

測温部
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水分量測定

ダスト試料採取と同じ

ダスト除去器

吸引ガス流量：

0.1L/min/g

水分吸湿量：

0.5～1g程度

吸湿剤

20

ミストが同伴する場合
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排ガス流速測定

22

ダスト試料採取装置の構成

23

ダス試料採取装置は、ダスト捕集部、ガス吸引部及び吸引
流量測定部をもって基本構成とする。

ダスト試料採取装置の全接合部にガス漏れがあってはな
らない。 なお、 試料採取装置のダスト捕集器の位置によっ
て1形と2 形とに区別し、1 形はダスト捕集器をダクト内に置
くもの、2 形はダスト捕集器をダクト外に置くものとする。

2 形の場合は、排ガスの温度が露点以下にならない程度
にダスト捕集部を保温文は加熱する。
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ダスト濃度測定装置（１形式）

ダスト捕集量：＞5mg （円筒ろ紙）-
φ25×90mm

0.5mg/cm2程度 （円形ろ紙）

24

普通形手動式試料採取装置

ダストサンプラ

ガス洗浄器 吸引ポンプ ガスメータ

吸引管

（湿式） （乾式）
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ダスト捕集部
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吸引ノズル

27
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ダスト捕集器（円形）
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● 円形ろ紙は、有効直径30mm 以上のものを使用

ダスト捕集器（円筒）
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ダスト捕集器（大・中・小容量用）

円筒ろ紙（φ75×250mm）

円筒ろ紙（φ25×90mm）

円筒ろ紙（φ45×150mm）
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普通形自動試料採取装置

コンピューター制御部

マスフローコントローラー

31

● 構成例
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普通形自動試料採取装置

ダスタックサンプラ（ESA-701）

ガス吸引部

吸引ガス流量制御部

演算制御部

OKANO

平衡形試料採取装置（動圧式）

ベンチュリ係数：α

32
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動圧式平衡形自動試料採取装置

マスフローコントローラー

圧力バランス・流量制御部
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● 構成例

デジタルオートダストサンプラ（NGZ-5DK）

動圧式平衡形手動・自動試料採取装置

ハンディーダストサンプラ（NGZ-２NS） ガス洗浄器 乾式ガスメータ吸引ポンプ

ダスト試料採取部
手動式

自動式

34
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a） ろ紙を通るガスの見掛けの流速が、一般に0.5 m⧸s 以下になる
ように、吸引ノズル内径及びろ紙の寸法を選ぶ。
b） ろ紙は、 105〜110 ℃で十分に乾燥し、デシケーター中で室温ま
で冷却した後、秤量する。ただし、排ガス温度が100 ℃以上の場合

は、あらかじめろ紙が排ガスと同程度の温度で恒量となるまで加熱
し、上記と同じ方法でひょう 量する。なお、秤量用の天びんは、感量
0.1 mg 以下の ものを用いる。また、秤量用天びんは、定期的に校
正し ておかなければならない。
秤量は、相対湿度50%前後の環境で行うことが望ましい。また、秤
量のとき、帯電による影響について十分に注意。
c） 秤量したろ紙は、使用時までダストが付着しないように防じん容
器などに保管しておく。

35

ダスト捕集器の準備

十分な排ガス量の吸引が困難で、標準状態における乾きガ
ス量として1000L 以上の排ガスを吸引しでもダスト捕集量が
次の1）又は2）に満たない場合は、濃度の計算は次のように
する。

トラベルブランク値の5 倍の値をダスト捕集量としてダスト
濃度を計算し、その値を検出下限値とする。
実試料におけるダスト捕集量がトラベルブランク値の5 倍以
下の場合は、ダスト濃度は検出下限値以下とする。

1）円形ろ紙の場合には、捕集面積1 cm2 当たり0.5mg 
程度とする。

2）円筒ろ紙の場合には、全捕集量を5mg 以上とする。

36
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ダストを捕集したろ紙は、一般に105〜110 ℃で1 時間乾
燥した後、デシケーター中で室温まで冷却し、秤量する。

排ガス中にミストが共存する場合は、 強度の強いろ紙か

インパクタ付きダスト捕集器を使用する方式を用いるととも
に、分離したミスト中にダストが含まれる場合、又は可溶性
物質（粒子）が含まれているおそれがある場合には、ミスト
を回収し、通常105〜110 ℃で十分に乾燥して、デシケー

ター中で室温まで冷却した後、秤量して捕集ダストに加え
る。

37

石英製円筒ろ紙

石英●弗素樹脂からの複合円筒ろ紙

38
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39

JIS Z 8808にはミストが同伴する場合、スクラバの

排ガスのように、ミストを多量に含む場合のダスト
試料採取に際して次の二つの方法を規定

ミストが共存するかどうかの確認は、測定の準備段階で
行い、排ガス温度が露点以下である場合は、ミストの共存
する場合が多いので十分配慮する必要がある。

1） 強度の強いろ紙を用いるか、又は図14（後述） に示す
ように、ろ紙後方に耐腐食住性の金網などを装着する
ことによって、ろ紙が破損しないようにするとともに、ミス
ト分離器を後段に用いる。

2） 図16 に示すインパクタ付ミダスト捕集器を用いて、
あらかじめミストを分離する。

40

ミストが共存する場合時のダスト捕集器
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Ⅰ）硫酸ミストなどと反応を起こさないろ紙を用い、試料を
採取したろ紙は、 250 ℃程度で約2 時間加熱し、デシ
ケーター中で室温まで冷却した後、秤量する。

Ⅱ）ふっ素樹脂製ろ紙及び硫酸によって処理したシリカ繊維
製ろ紙がある。

Ⅲ）ダストを含むろ紙を温水で抽出し、化学分析によって硫
酸を定量し、ダスト質量から硫酸相当量を差し引いても
よい。

41

排ガス中に硫酸ミストなどを含み、測定値に影響を
及ぼすおそれがある場合

42

ミストが共存する場合ダスト捕集器の準備

1） 強度の強いろ紙の使用

2） インパクタ付ミダスト捕集器を使用
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ミストが多いと、ろ紙から金網を脱着するときにろ紙の一部
が金網に付着して剥離することによって、秤量誤差となる可
能性がある。このような場合には、円筒ろ紙では測定の前後
で図14に示すろ紙を金網に装着したままで秤量するとよい。
また、円形ろ紙を用いる場合は、ダストの捕集用ろ紙と台

座の金具との間に、パッキン用のろ紙を装着するとよい。

なお、このパッキン用のろ紙は誤差の原因になるので秤量
時には加えないよう注意する。

酸性などの腐食性のミストを含む場合は、金網としてステ
ンレス等の耐腐食性の材質のものを用いるとともに、採取後
速やかに秤量するとよい。

43

ろ紙を金網等で補強する場合

金網補強付ダスト捕集器

44

図14ー金網支持ろ紙を用いたダスト捕集器例
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写真提供 : マルニサイエンス

写真提供 : マルニサイエンス
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写真提供 : マルニサイエンス

写真提供 : マルニサイエンス
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図16 及び図17 に示すインパクタ付きダスト捕集器は、粒
径2 μm以上のミスト及びダストを慣性衝突によって分離捕

集するインパク夕方式の原理を利用し、円筒ろ紙及び円形
ろ紙で捕集する前に、あらかじめ粗大なミスト及びダストを衝
突板で捕集するよう工夫したものである。
吸引ノズルから吸引したガスは、吸引ノズルの後端を絞っ
て内径2mmとしたジェットノズルから、衝突板に衝突させ、
粒径2μm以上のミスト及びダストを分離捕集し、貯留槽内に
流下、保持させる。一方、捕集されなかった粒径2μm以下の

微細なミスト及びダストは、通気孔を通って後方の円筒ろ紙
及び円形ろ紙で捕集するようにしている。
従って、従来の直接捕集するために起こるろ紙の破損、目

詰まり、ミストの吹き抜け又はミストがろ紙内に溜まることを
防止する効果がある。

P59解説

45

インパクタ付きダスト捕集器

インパクタ付ダスト捕集器

インパクタ
石英-テフロン混抄円筒ろ紙（No 89s）

46
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インパクタ付ダスト捕集器

インパクタ

47

図16一インパクタ付きダスト捕集器の形状・寸法の例

48
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ろ過材質は、排ガスの条件（温度、水分量、SOx、NOx 
など）に適したものを選ぶ。本体の表3 のほか、排ガス中
のSOx、NOx などなどによるろ過材への吸着及び反応は、

測定誤差の原因となるため、それらの影響を受けない弗
素樹脂、シリカ繊維などを選び、ガラス繊維は影響を受け
るので使用しないように注意。

49

ダスト捕集器の選定

ろ過材の性能を考慮して選定する。
ろ過材には、加熱減量及び排ガス中の共存物質（硫黄

酸化物など）に対する吸着性又は反応性をもつものがあり、
測定誤差の原因となるので、選定には、これらの特性も併せ
て注意する。

表4 ーダスト捕集器のろ過材の性能

50

ダスト測定用ろ紙の特性
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図 ガラス及びシリカ繊維製円筒ろ紙の加熱減量特性例

52

図 ガラス及びシリカ繊維製円筒ろ紙による
ダスト濃度測定におけるSO2との反応影響例
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図 各種ろ紙による捕集ダストの乾燥温度と
ダスト濃度との関係例

燃料 :重油、副生油、ガス
排ガス条件
流速: 21m/s
温度:180℃
水分:20％

54

燃料 :重油
排ガス条件
流速: 6.6m/s
温度:55℃
水分:飽和
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使用する方法を必ず、測定値の記録において、補正方法
を明示。
解説図18 から、
① ガラス繊維製及びアルミナバインダを合むシリカ繊維製

の円筒ろ紙は、硫酸と反応して250℃程度で加熱しても
硫酸分が揮散しないことを示している。

② ふっ泰樹脂製のポリフロン円形ろ紙は200 ℃でほぼ一
定となり、同じく円筒ろ紙は内部に液滴があるため、
250 ℃程度でー定となり、ろ過材と硫酸との反応及び
吸着がないため加熱揮散による補正が可能なことを
示している。

55

硫酸ミストの補正方法の適用に際しての、
排ガスの条件、ダストの性状などによる注意点

解説表5 は、アフタバーナ付排煙脱硫後の排ガス（140 ℃） 中のダスト濃度をふっ素樹脂
製円筒ろ紙（No.89R） と、硫酸で処理し不活性化したアルミナバインダを含むシリカ繊維
製円筒ろ紙（No.88RH）とを用いて測定した例である。250℃で加熱乾燥後の濃度は、両
ろ紙ともほぼ同ーの値が得られており、硫酸による処理が可能なことを示している。

56
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円筒ろ紙収納箱

天秤室
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円筒ろ紙の秤量例

58

円形ろ紙の秤量例

静電気除去器
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ダスト試料採取の準備が終了後、ダスト捕集器をダスト
試料採取装置に装着し、装置全体の気密を漏れ試験に
よって確認。

59

ダスト試料の採取の注意点

ダスト試料採取先端部を排ガス煙道内にろ紙装着前に
排ガス雰囲気に５〜10分程度馴染ませる。

現場では、この確認をしない場合が案外多いので注意。

Ⅰ） ダスト捕集器は、装置から取り外し、付着した水分を
除くため、 105〜110 ℃で1 時間乾燥し、採取前と同

様の条件で秤量。
Ⅱ） 吸引ノズルやインパクタ付きダスト捕集器に付着してい

るダストを無視できない場合、そのままろ紙と同様に吸
引ノズルやインパクタを乾燥して秤量し、次にダストを刷
毛等で払い落し、吸引ノズルやインパクタを秤量し、そ
の差から付着したダスト量を求め、捕集したダストに加
える。

Ⅲ） 吸引ノズルやインパクタへのダスト付着が無視できな
いことが予想される場合には、あらかじめ吸引ノズルや
インパクタをろ紙と同様の操作によって秤量してから、
試料採取を行う方法もある。
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ダスト試料の秤量時の注意点
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Ⅱ）排ガス温度が酸露点以下になると硫酸ミストを生じ、ダスト
とともに捕集され、ダスト濃度が高くなる誤差を生じる。
ダストの定義から明らかなように、硫酸ミストは除く必要が

あり、加熱揮散による補正方法、化学分析による補正方法

が規定されている。

61

排ガス中に硫黄酸化物を含む場合

Ⅰ）ろ紙は、①ふっ素樹脂製、②ふっ素樹脂をバインダとするシ
リカ 繊維製（複合ろ紙）、③硫酸で処理したアルミナバインダ
を含むシリカ繊維製、④バインダを含まないシリカ繊維製な
どが用いられる。

Ⅲ）加熱揮散による補正は、硫酸ミストと化学反応を起こさない
ろ紙を用いてダストを捕集し、捕集後250 ℃程度で約2時間
加熱して硫酸ミストを揮散させ、秤量する方法がある。
このため事前に、 250℃程度で加熱処理して秤量しておく。

62

円筒ろ紙（89S）を加熱処理例
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◎ 出来るだけ、24 時間以内に行う必要。

63

ダスト捕集後の加熱処理及び秤量

加熱揮散による補正は、割合簡単なため日常の測定には適して
いるが、捕集後に250 ℃で加熱するため、加熱によって減量を起
こすダストの場合には不適当。

ただし、通常の燃焼過程を経たダストは未燃分が著しく少なくほ
とんど250 ℃程度では加熱減量を起こさないことが知られており、
適用範囲は広い。

64

白濁排ガス施設
石灰焼成炉
排ガス温度:30℃前後
水分量:20％以上
流速:5m/s
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白濁排ガス施設
重油ボイラー
排ガス温度:50℃前後
水分量:20％以上
流速:7〜10m/s

66

円形ろ紙装着例

38



67

インンパクター付
円筒ろ紙装着例

68

インンパクター付
円筒ろ紙 採取後
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70

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
北海道環境科学研究センター

http://www.hokkaido-ies.go.jp

ダスト自動計測

 手分析との相関性において、ダストの物理特性
（粒径、形状、色など）及び現場条件（集塵設備の
種類、燃料の種類など）が変化する場合は、その
条件で再度相関を取り直す必要がある。

 ミストを多量に含む排ガス中のダスト濃度測定に
おいては、測定値がミストの影響を受ける恐れが
ある。

 計測器の測定原理は、光透過式、光散乱及び

• 摩擦静電気検出式に基づく

 日本のJIS規格と、ISO10155は等価の規格
出展：JIS Z8852
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光散乱ダスト濃度計

出展：JIS Z8852

光透過式ダスト濃度計

出展：JIS Z8852
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摩擦静電気検出式

出展：JIS Z8852

連続式ダスト濃度計の運用・メンテナンス

• 連続式固定発生源ダスト濃度測定器には大別して3方式がある
。

• 低濃度域（０～５０mg/m3N程度）で等速吸引による手分析重量
濃度と相関性の高い測定方式が光散乱法である。

• 光散乱式ダスト濃度計の内、排ガスを吸引採取しない「ノンサン
プリング式」は排ガス流速の変化の影響を受けず、非等速吸引
誤差が無い。

• 後方散乱式ダスト濃度計は、測定検出部を煙道の壁面1ヵ所に
取り付けることが出来るので、設置工事及びメンテナンス性で優
れている。 → 詳細は次ページ

• 新たに開発されたノンサンプリング瞬間気化式光散乱ダスト濃
度計は脱硫装置出口の様に水蒸気の多いWETな白濁した排ガ
ス中のダスト濃度を連続測定出来る。
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詳細説明 後方散乱式ダスト濃度計は、測定検出部を煙道の壁面1ヵ所に取り付
けることが出来るので、設置工事及びメンテナンス性で優れている。

何故、壁面近傍でダスト濃度の連続測定が出来るのか？

出典：横浜市公害研究所報第10号 1985

理論上の層流

流線の変化

実際の流速分布（模擬煙道）

ダスト分布

本濃度計のダスト濃度

JIS法の平均ダスト濃度

燃焼排ガスの煙道内は、流速、温度、粘度が高く（Reが高く）ほとんどが乱流場

図の解説 ① 排ガスの流れが一様で安定した状態では、一定の速度分布が形成される。（中央図）

② また、その速度分布に対応してほぼ同様なダスト濃度分布が形成される。（右図）

③ 手分析のJISZ8808法は、このダスト濃度分布の代表値(平均値）を測定する。（右図の赤線）

④ 本ダスト濃度計は、壁面近傍のダストから散乱光を測定する。（右図の ）

⑤ JIS法の平均値と散乱光の相関を取り、その比例関係を利用する。

すなわち、煙道内に形成された一定のダスト濃度分布から得られる平均値と、煙道近傍の一部のダスト濃度との間に成立

する一義的（比例）関係から、ダスト濃度連続測定を可能にするものである。

前頁の解説

・ 煙道内のダスト濃度は、ガス速度と同じ様に変化する。

・・・排ガス中の各流線上のダスト粒子は、そのガス速度と同じ速度で移動し、

両者は同じ挙動をする。

・ ダスト濃度分布も、ガス速度分布とほぼ同一の分布形状となる。

（横浜市公害研のデータ）

• 相対濃度計である後方散乱式ダスト濃度計は、壁面近傍のダストからの散乱
光を測定する。

・・・ 壁面近傍での測定によってもダスト濃度連続測定が可能。
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煙道のダスト濃度分布

平均値

（煙道）

散乱光検出部
（煙道壁近傍約5cm）

白濁排ガス用ダスト
濃度計DDM-TMA1

排ガス流

ダスト濃度計の測定概念図

＊ この例は白濁排ガス用ノンサンプリング瞬間気化式光散乱ダスト濃度計DDM-TMA1の場合です。
一般用ダスト濃度計DDM-fcの場合では散乱光検出範囲は煙道壁から1m程度までと広くなります。

ハロゲン光は光量が非常に大きいので、投光される領域は煙道壁から1~2m程度の円錐形上の空間に
なります。 受光部は投光部から90度後方から同様の円錐形上の空間を見ています。

→ ダスト粒子からの散乱光を受光する領域は、この円錐形の空間が交叉した3次元的な空間。

レーザー光などの光源を持つ他社製
光散乱式ダスト濃度計に比べて、
DDM-2001は測定領域が圧倒的に広

いことで、高感度なダスト濃度計に
なっています。

投光・受光の重なった3次元的空間が
測定領域になります。

後方散乱式ダスト濃度計検出器の例
(DDM-2001,DDM-fcの例）
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高湿度、低ダスト対応の計測器

SICK FWE200 DURAG D-R 820F PCME STACK 181 WS

・サンプリング式が主流
排ガスを吸引（サンプリング）し、ヒーター部を通して加熱し、水蒸気分を透明にし測定

課題
・ダスト濃度の測定方法で基本である等速吸引が不十分
・水分により吸引するサンプリング管の詰まりによるメンテナンス性

高湿度、低ダスト状態での計測に関する新提案
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透明排ガス用後方散乱式ダスト濃度計DDM‐fC

• ノンサンプリング式なので排ガスの流速変化の影響を
受けない。

• 検出器のエアーパージ方式、結露対策により長期間メ
ンテナンスフリーで使用可能。

• 機器の健全性確認は、プラント稼働中で排ガスが流れ
ていても安全にゼロ・スパン校正ができる。

• 手分析重量濃度との相関係数は0.9以上の実績。

透明排ガス用後方散乱式ダスト濃度計DDM‐fC

46



碧南　手分析相関図

y = 13.889x + 4.1712

R2 = 0.9332

y = 3.5261x + 7.2289

R2 = 0.7682
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DDM2001 既設 線形 (DDM2001) 線形 (既設)

透明排ガス用ダスト濃度計 ＤＤＭ と 他社光透過式との相関係数

石炭火力発電所

田中電気研究所 DDM-

光透過式

白濁排ガス用ダスト濃度計DDM‐TMA1

• 排ガスを吸引しない「ノンサンプリング瞬間気
化式光散乱ダスト濃度計」

• 排ガスの流速変化による非等速吸引誤差が
無い。

• 吸引配管が無いため、配管の詰まりや管内
沈着の影響が無い。

• 手分析重量濃度との相関係数は0.9以上の
実績。
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白濁排ガス用ダスト濃度計DDM-TMA1

白濁排ガス用ダスト濃度計DDM-TMA1相関係数

ＴＭＡ1用フランジ

A

B

Bフランジ（普通型：120℃）

y = 0.0585x - 2.6719

R2 = 0.994

0

5

10

15

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

JIS Dust 　mg/m3N

ダ
ス

ト
指

示
値

（
％

）

48



EP出口と脱硫装置出口の同時測定データ

EP出口（透明排ガス）と脱硫出口（白濁排ガス）ダスト濃度計の変化は同期している。

EP出口でダスト濃度が定期的に上昇しても、脱硫出口では集塵されて上昇はしない。

白濁排ガス用ダスト濃度計DDM-TMA1トレンドデータ

EP出口（透明排ガス）用ダスト濃度計DDM-2001

脱硫出口（白濁排ガス）用ダスト濃度計DDM-TMA1

脱硫装置出口の排ガス（白濁排ガス状態）

• 排ガス温度 ： ダスト濃度計検出器取り付け部から温度計で測定

→ ４０℃前後 （内部中央付近では５０℃以上はあると思われる。）

• 排ガス流速 ： ダスト濃度計検出器取り付け部から風速計で測定

→ 凡そ４～１０m/secで頻繁に変動

DDM‐TMA1調整時の排ガス状態

当社DDM-TMA1はノンサンプリング瞬間気化式光散乱式ダスト濃度計のため、

排ガス流速が頻繁に変化しても測定データに影響していない。

（非等速吸引誤差が無い。）

従来のサンプリング式光散乱式ダスト濃度計では一定量吸引型が多いので、
非等速吸引誤差の影響が懸念される。
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日本での事例紹介 日本の環境配慮型USC石炭火力発電所(1,000MW) 既設の光透過式との比較試験
(１年間実施）

既設の光透過式
ダスト濃度計

当社光散乱式
ダスト濃度計

日本の環境配慮型USC石炭火力発電所ダスト濃度手分析実測データ

煙突入口ダスト濃度
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日本の環境配慮型USC石炭火力発電所ダスト濃度計データ

既設の光透過式
ダスト濃度計

当社光散乱式
ダスト濃度計

日本での事例紹介 東京近郊 都市型USC石炭火力発電所1号機 EP出口

ダスト濃度計設置6か月後の確認・・検出器の投光受光面は全く汚れが無く、
測定に影響は無い。

排ガスフロー： ボイラー → 乾式脱硫装置 → EP → (ダスト濃度計設置） → 煙突
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東京近郊 都市型USC石炭火力発電所1号機 フロー図

ダスト濃度計設置場所・・後置EP出口
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